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成 人 期 異質のものの統合
結婚
愛
現代・将来 異質のものの統合
合併・連携
深い信頼関係
特徴とするならば、それは人の成人期における状況ときわめて類似している
と言えるだろう。企業・組織等は新たな成長・発展を目指して合併・連携を
行う。これは、人における結婚に相当する。前者において最も必要とされる
ことは、相互における深い信頼関係であろう。これは、成人期における「愛」
に相当する。そして、その後の新たな生命の誕生に代表される諸々の産出・
生産、それは情報化社会における様々な新たな生産と考えられるのである。
以上述べてきた人のライフサイクルと人類史の対比を表にまとめておこう。
ライフサイクルと人類史
－９９－
四．今後の課題―――むすびにかえて
「人間とは何か」、「人はいかに生きるべきか」。これはすべての人にとって、
永遠の課題であろう。人は誰でも自分を愛する。自分を大事にする。これが
極端になれば、「自己中心主義」となる。一方、我々は「己を愛するように隣
人を愛せ」という言葉を知っている。これは、永遠の言葉である。そして、
我々は誰でも他人を大切にすることの重要性を、頭では理解している。しか
しそれが現実の行動となること、そして日常的な生き方となることは、きわ
めてむずかしい。
すでに述べたように、現代は人間の成人期に相当する。そして成人期は、
思いやりをもって他者を世話するということが求められる時期である。現在
の社会を生きるすべての人々が、成人期にふさわしい社会を築くことを求め
られているのである。そのような課題に応えるためには我々は如何にあるべ
きか、今我々はこのことを真剣に考えることが必要であろう。どのような人
類史を形成していくか、それは現在および将来の人々の肩にかかっている。
そしてこの問題に取り組む場合に重要なことは、青年期の課題であるアイデ
ンティティが確立されそれを背景として忠誠心が保持されることと同じよう
に、近代社会においては課題とするものが追求され、それが克服されたかど
うかということである。そして同様のことは、すでに過去のものとなってい
ると同時に現在に引き続いている人類史上のそれぞれの段階においても問わ
れるべきであろう。
すでに述べたように、本稿は、混迷する現代にあって将来の指針となるべ
きものを模索する過程で生まれてきたものである。そして本稿では、考察の
範囲を人のライフサイクルと人類史の相似性について提起するに止めた。人
類史のそれぞれの段階における諸問題、すなわち人のライフサイクルにおけ
る課題に相当するものについての考察、そしてなによりも Virtueと人類史と
の関連についての考察は、今後の研究における課題である。そしてそれは、
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ある意味では喫緊の課題でもある。筆者はこの課題を、「個と共同」という、
筆者がこれまでもささやかながら取り組んできたテーマを軸として展開して
いく中で追究していきたいと考えている。また本稿では、人類史を基本的に
古代オリエントから西洋社会を対象としたが、本稿で提起した問題は、原則
的に日本をはじめ各国の歴史あるいは民族の歴史においても基本的に妥当す
るものと、考えている。このほか、前提とした事項についての検討も必要か
もしれない。
このように多くの問題点を意識しつつ、とりあえずここで筆を擱くことと
したい。なお、筆者はこの拙い問題提起に対して、できるだけ多くの方々の
ご批判を頂戴することを切に願っていることを、最後に記しておく。なお、
本稿の一部は、２００８年３月１１日に「共済理論委員会」で発表した草稿（『共済
と保険』２００８年７月号に掲載予定）と一部重複していることも、併せてお断
りしておきたい。
本稿を、今は亡き生瀬克己先生の御霊前に捧げる。
（本稿を執筆するにあたって、基本的に同じテーマで発表された前研究が
あるのではないかと思い、調査してみた。しかし、今の段階ではそのような
研究を見出すことができない状況である。もし御存知の方は、是非御教示を
お願いしたいと、切に願っている。）
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